
占員韻
まちのうごき

人口6，134人（一4）

　男　　2，968人（一2）

　女3，166人（一2）

世帯数　1，744戸（一2）

63年6月1日現在人口

　　（　1は対前月比

εつき展

63

7

　更郷町文化協会さつき部会は、5月26日から28E］までの

3日間小野田公民館において．さつき展を開催しました。

　期問中、会長の糸平石男丸さんをはじめとする町内約20名

の会員のみなさんから、約dOO鉢のさっきが出品され、訪れ

た人を楽しまぜてくれました。

梅雨晴の午後のくもりの天地の

　　　　　　つかれしなかにほととぎす牽く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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（2）昭和63年7月号、
つ

こ“、
つ

と報町

町

粗
曲
＠

偲
4

町
税
滞
納
整
理
対
策
本
部
を
設
置

　
東
郷
町
で
は
、
年
々
累
増
す
る
町
税
の
滞
納
を
一
掃
す
る
た
め
、
こ
の
度
、
役
場
管
理

職
及
び
財
務
関
係
職
員
で
構
成
す
る
「
町
税
滞
納
整
理
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
税
金
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
国
、

県
、
市
町
村
が
事
業
を
行
う
た
め
の

経
費
を
ま
か
な
う
重
要
な
も
の
で
す
。

特
に
市
町
村
は
、
地
域
の
住
民
に
密

着
し
た
事
業
（
道
路
、
災
害
復
旧
、

学
校
、
耕
地
事
業
な
ど
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
財
源
と
し
て
税

金
は
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

町
が
ど
の
よ
う
な
事
業
を
と
り
入
れ

る
か
、
ま
た
、
予
算
ど
お
り
に
仕
事

が
で
き
る
か
、
そ
れ
は
す
べ
て
税
金

が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
税
金
が
完

納
さ
れ
で
は
じ
め
て
そ
の
効
果
が
得

ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
今
、
東
郷
町
で
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
直
接
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
保
険
税
寄
合
わ
せ
て
約
三
億
四

千
万
円
余
り
で
す
が
、
こ
の
う
ち
、

二
千
万
円
を
こ
え
る
税
金
が
滞
納
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
滞
納

額
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に

保
険
税
で
ま
か
な
う
国
民
健
康
保
険

事
業
の
財
政
は
パ
ン
ク
寸
前
の
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
滞
納
が
ふ
え
る
こ
と

は
、
財
源
の
乏
し
い
東
郷
町
に
と
っ

て
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
お
り
、

町
議
会
か
ら
も
再
三
指
摘
を
受
け
て

い
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

（保険税含む）各区毎の滞納状況昭和63年3月末

600万……………
　　　568万

　
今
後
は
対
策
本
部
が
町
税
完
納
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、
対
策
本
部
員
を

中
心
に
役
場
全
職
員
を
動
員
し
て
、

盆
、
歳
末
、
年
度
末
な
ど
機
会
を
と

ら
え
て
滞
納
者
の
家
庭
を
戸
別
訪
問

し
て
滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

何
と
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
滞
納
整
理
対
策
本
部
の
構
成

本
部
長
　
助
役

副
本
部
長
収
入
役

　
管
理
職
　
十
三
名

　
税
務
課
、
出
納
室
、
財
政
係
及
び

　
保
険
年
金
係
職
員
　
十
二
名

500万
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70万

57万

　　22万　4万

O
9万　1万

寺福 小鶴 迫　八　田 羽 仲 坪　越下 日 町百

迫 瀬
醤 器療野坂 深

谷表齋 留 外翼

1この社会あなたの税がいきているi

所
得
税
第
一
期
分
の

納
期
は

　
　
八
月
一
日
ま
で

　
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
。
納
期
は
七
月

一
日
か
ら
八
月
一
日
（
例
年
は
七
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
本
年
は
七

月
三
十
一
日
が
日
曜
日
に
当
た
る
た

め
）
ま
で
で
す
。

　
予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税

務
署
か
ら
六
月
中
旬
ご
ろ
、
　
「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」
を
お
送
り
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
通
知

を
受
け
ら
れ
た
方
は
期
限
内
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
予
定
納
税
額
は
、
前

年
の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
今
年
に
な
っ
て
商
売

を
や
め
た
り
、
休
業
し
た
り
、
火
事

や
風
水
害
な
ど
で
財
産
に
損
害
を
受

け
た
方
な
ど
で
、
前
年
に
比
べ
納
税

額
が
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

七
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
長
に

「
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
る
と
予
定
納
税
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
定
納
税
や
減
額
申
請
の
こ
と
で

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
延
岡
税
務
署

麿
0
9
8
2
（
3
2
）
3
3
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［
線
醤
蝦
縮
次
緯
縁
階
團

　
五
月
二
十
八
・
二
十
九
日
に
、
宮

崎
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
、

第
四
卜
二
回
宮
崎
県
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
、
東
郷
町
か
ら
出
場
し
た
次

の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

陸
上0

女
r
共
通
四
百
壮
リ
レ
ー

　
三
位
　
東
臼
杵
郡
5
5
秒
2

　
　
第
二
走
者
　
甲
斐
由
美
（
仲
深
）

O
男
子
三
千
ご
　
3
5
歳
～
3
9
歳

　
六
位
　
池
田
平
美
（
迫
野
内
）

水
泳

O
女
子
五
ト
ロ
自
由
形
　
3
0
歳
以
上

く
ボ
ー
リ
ン
グ
3
0
歳
代
で

　
優
勝
し
た
吉
田
憲
三
さ
ん

　
三
位
　
高
木
恵
子
（
聾
唖
）
3
9
秒
2
4

ボ
ウ
リ
ン
グ

●
　
「
l
　
l
　
l
l
　
l
　
l
　
O
　
l
　
・
●
　
l
　
l
　
l
　
，

o
個
人
　
二
十
九
歳
以
下

　
二
位
　
海
野
良
一
（
坪
谷
）

　
　
1
、
1
5
8
点
（
6
ゲ
ー
ム
）

O
個
人
　
三
十
三
代

　
一
位
吉
田
憲
三
（
田
野
）

　
　
1
、
2
3
1
点
（
6
ゲ
ー
ム
）

l
　
O
l
　
l
　
l
　
・
1
　
φ
　
l
　
l
　
O
　
O
　
・
l
　
l

豊
か
な
消
費
生
活
の
た
め
に

　　

P
1
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
1
1

九
電
だ
よ
り

川
で
サ
イ
レ
ン
～
ダ
ム
放
水

　
九
州
電
力
の
水
力
発
電
所
で
は
、

雨
の
降
る
量
に
よ
リ
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
た
め
川
の
水
が
急
に
増
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
放
流
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
下
流

で
魚
釣
り
な
ど
し
て
い
る
と
き
は
、

す
ぐ
糾
岸
へ
上
り
ま
し
ょ
う
。

　
分
　
秒
　
分
　
秒
　
分

　
1
　
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
1

　
う
　
　
ユ
　
　
ん
リ
　
　
ユ
　
　
う

　
糸
　
み
　
糸
　
み
　
糸

く
結
く
材
く

　
県
で
は
、
消
費
者
問
題
の
迅
速
な

処
理
に
よ
り
そ
の
早
期
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、
消
費
者
に
対
す
る
啓
発

活
動
の
活
発
な
推
進
に
よ
り
消
費
者

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
県

内
各
地
域
に
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
置
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
東
郷
町
の
く
ら
し
の
ア

箋輔
漉
げ

㌦
亀
、

　　ノ、▼

鶴野内日隈節子
　含69－3207

小野田飛高久美子
麿69－2426

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
次
の
匿
名
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

坪谷寺原洋子
倉69－7425

　
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
。

耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
の
で
、
ご
存

知
の
方
は
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を

地
域
に
伝
え
、
「
か
し
こ
い
消
費
者
」

の
輪
を
拡
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

身
近
に
消
費
問
題
が
起
っ
た
と
き
、

適
切
な
助
言
や
協
力
で
、
そ
の
早
期

解
決
を
計
ろ
う
と
い
う
消
費
者
自
身

の
組
織
で
す
。

　
今
日
で
・
は
、
通
信
販
売
、
訪
問
販

売
な
ど
、
新
し
い
販
売
方
法
が
次
々

に
登
場
し
て
、
中
に
は
、
催
眠
商
法
、

霊
感
商
法
な
ど
の
よ
う
に
悪
質
な
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
今
、
何
が
必
要
な
の
か
を
よ
く

考
え
、
様
々
な
情
報
を
取
り
入
れ
て
、

自
分
の
知
識
を
広
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
一
消
費
者
で
あ

り
全
て
の
問
題
に
対
応
で
き
る
知
識

も
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
担

当
者
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

手
を
取
り
合
っ
て
、
よ
り
良
い
消
費

生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
お
手
伝
い
さ

せ
て
頂
く
つ
も
り
で
す
。
御
遠
慮
な

く
、
私
た
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
洋
子

「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ

　　

@
心
に
ゆ
と
り
」

7
月
は
河
川
愛
護
月
間

川
は
、
私
た
ち
の
生
存
に
必
要
な

飲
み
水
、
お
風
呂
や
洗
濯
で
使
う
生

活
用
水
、
農
業
や
工
業
な
ど
産
業
の

発
展
に
必
要
な
産
業
用
水
を
供
給
し
、

電
気
を
起
こ
し
、
魚
を
釣
っ
た
り
泳

い
だ
り
で
き
る
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
降
っ
た
雨
が
海
ま
で
流
れ

る
よ
う
導
い
て
い
く
の
も
大
切
な
川

の
仕
事
で
す
し
、
最
近
で
は
、
運
動

場
や
公
園
、
広
場
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
に
、
何
よ
り
も
川
は
最
も
私

た
ち
の
近
く
に
あ
る
自
然
の
一
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
大
切
な

役
割
を
持
っ
た
川
が
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
や
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
廃
水
な

ど
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
、
そ
の
環
境

は
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
建
設
省
、
県
及
び
町

で
は
、
7
月
を
「
河
川
愛
護
月
間
」

と
定
め
、
「
川
を
美
し
く
大
切
に
し

よ
う
」
と
い
う
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
身
近
な
と
こ

ろ
が
ら
こ
の
運
動
を
実
践
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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全
国
椎
茸

品
評
会
に

　　

@
参
加
を

　
来
る
7
月
2
3
日
か
ら
2
5
日
ま
で
の

3
日
間
、
県
内
外
か
ら
五
千
五
百
名

が
参
加
し
て
、
「
世
界
に
伸
ば
そ
う

日
本
の
し
い
た
け
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
第
三
十
六
回
全
国
乾
椎

茸
品
評
会
が
宮
崎
市
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
は
、
乾
し
い

た
け
の
生
産
技
術
の
向
上
、
経
営
の

改
善
及
び
需
要
拡
大
等
を
ね
ら
い
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
品
評
会
の
地
方
開
催
は
六
年
ぶ

り
二
回
目
で
あ
り
、
主
産
県
で
あ
る

本
県
に
と
り
ま
し
て
は
、
大
変
意
義

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
大
会

を
地
方
色
豊
か
な
魅
力
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
別
表
の
と
お
り
盛
り
沢

山
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
を
含
め
て
、
本
大

会
を
盛
り
上
げ
意
義
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、
皆
様
方
多
数
の
御
参
加
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
V

　
第
3
6
回
全
国
乾
椎
茸
品
評
会

　
　
　
　
　
宮
崎
県
実
行
委
員
会

智
0
9
8
5
（
2
4
）
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
内
線
2
3
0
5

第36回全国乾椎茸品評会行事の概要
開　催　日　；　　　行　　　　事　　　　名　　　　1　開　催　場　所　　…　備　　　　考　　　　　ト

7月22日～23日 1しいたけ産地体験・・ミリーツアー！諸　塚　樹

しいたけ　シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム　　　宮崎厚生年金会館　ミ宮崎中央公園内
　　　　　　…V月23日

@　　　　　1
前　　　　　　夜　　　　　　　祭　　2大淀lll市民緑地公園　1まつり宮崎会場
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母
子
家
庭
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　
皇

　
現
在
本
町
で
は
、
母
子
家
庭
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
母
子
家
庭

医
療
費
助
成
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
母
子
家
庭
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
母
子
家
庭
の
健
康
増
進
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
対
象
と
な
る
の
は
、

二
十
歳
未
満
の
者
を
扶
養
し
て
い
る

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
、
ま
た
そ
の

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
義
務
教
育
終

了
前
の
者
、
又
は
父
母
が
い
な
く
て

東
郷
町
に
住
所
を
有
す
る
義
務
教
育

終
了
前
の
者
で
す
。

　
こ
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

母
子
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
証
交
付

申
請
書
を
だ
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
査
の
結
果
適
当

と
認
め
た
場
合
に
は
、
母
子
家
庭
医

療
受
給
資
格
証
が
交
付
さ
れ
、
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
受
給
資
格
証
は
、
　
一

年
で
更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
既
に
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
更
新
手
続

き
を
行
い
ま
す
の
で
、
七
月
一
日
か

ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
住
民
課
ま

で
次
の
物
を
持
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ

い
。　

●
母
子
家
庭
医
療
受
給
資
格
証

　
●
健
康
保
険
証

　
●
印
か
ん

　
ま
た
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る

　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
苦

情
や
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
向
市
で
咬
傷
に
よ
る
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
飼
っ
て
い
る
犬
が
放
し
飼
い
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
人
に
危
害
を
加

え
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
今
一
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り
、
隣
近
所

に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
正
し

い
犬
の
飼
い
方
に
心
が
け
る
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

※
　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
宮
崎
県
犬

取
締
条
例
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

9

寸
　
9
、

・
つこ“

・
つと報町〔5｝昭和63年7月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　φ紬＾飴6≒

▼行
蛯ｳんに感謝状渇

・月19日宮崎市で開催・れた行政相、炎い回

国攣鵬蔽欝潔iクi
から感謝状を贈呈されました・　iス；

　この表彰は、行政相談貝として、山口㌔甲騨脚馴P

さんの顕著な業績に対し行れたものです。

蓬
藍
…

冨
葉
藁
　

　
　
　
舷
憲

．
嘘
鰯
懲

　　　▲年金友の会

　　　　　　ゲートボール大会

　6月14日、日向農協主催の年金友の会ゲートボ

ール大会が、町グラウンドで行れました。

　優勝チームは、日向の大会さらに県の大会へと

つながるとあって、各試合とも熱戦がくりひろげ
られました．

　結果は次のとおりです．

優勝羽坂Aチーム
準優勝　迫野内Aチーム

3位仲深Aチーム

＜町内の沿道に草花を
　花の美しさに心なごむのも、なんとなく心の豊か

さを感じさせられるものです。

　町文化協会草花会は、四季を通して町内の沿道に

草花を植える花一輪作りを行っています。

　花を愛するみなさんの入会を歓迎します。

　また、この度小林勝己理事から木村喜一理事にか
わりました。

　　連絡先　木村喜一理事

　　　盈（69）2335

　　　▼福祉サービス車の寄贈
　　　　　　　　～・社会福祉協議会へ一

　東郷町社会福祉協議会は、県共同募金会より福祉サ

ービス車の寄贈を受けました。

　これは、共同募金運動40周年を記念して行れたもの

で、県民の善意あふれる募金の趣旨に沿って、有意義

に利用させていただきます。

、響．』軸　翻

　　　　▲奉仕作業Illll冠金1””

　6月13日、町内の建設業者で組織している冠会

は、町営グラウンドと、牧水公園の草刈り等の奉
仕作業を行いました。

　当日は、小雨の降る中約50名が参加し、きれい

に手入れを終えました。
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鶴
野
内
は
、
目
の
前
に
耳
川
と
い

う
大
き
な
川
が
流
れ
、
後
ろ
は
立
山

連
峰
を
背
に
し
た
極
め
て
平
担
な
地

域
で
、
日
照
時
間
の
た
い
へ
ん
長
い

所
で
あ
り
ま
す
。

　
人
口
は
七
百
三
十
一
人
で
町
内
五

位
、
面
積
は
四
・
六
一
㎞
で
八
重
原

艮バ＼、

／）／＼
脅　／／へ＼
し　　／へう
合

よ
り
狭
く
町
内
で
一
番
小
さ
な
地
区

に
な
り
ま
す
。

　
山
林
は
少
く
、
殆
ん
ど
田
、
畑
、

原
野
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
区
有
林

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
大
正
時
代
に

殆
ん
ど
村
有
林
に
提
供
し
て
し
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ
　
リ
ハ

た
よ
う
で
す
。
田
や
畑
は
地
味
が
よ

く
、
作
物
の
よ
く
出
来
る
所
で
す
。

養
蚕
業
は
昔
か
ら
盛
ん
で
、
町
内
で

も
指
折
り
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
稲
作
の
量
も
相
当
に
多

く
、
水
田
改
良
が
進
み
、
迫
田
と
言

わ
れ
る
田
は
殆
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
畑
作
は
昔
か
ら
相
当
に
広
く
、
白

浜
、
上
の
原
を
開
墾
し
て
、
唐
い
も

大
豆
、
小
豆
、
桑
、
茶
等
町
内
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
屈
指
の
数
量
を

謀ご
鴫国『夢蓄

線内

地
’

輌
A
ゲ

。養豚場

鶴野内区

山内

！
　　　沢　騙園
　　　潟
　　　　　　＼、

　　　　　大工野

∫

標縄

　煮て
吻＼

o養彫

鶴野1

中山

辮，
蒲

聾
羽

国

あ
げ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、

農
業
近
代
化
に

伴
い
、
畑
作
の

減
少
は
ど
の
地

区
も
同
じ
形
と

な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

　
鶴
野
内
は
、

地
域
が
広
々
と

し
て
、
日
当
り

も
よ
く
、
数
多

く
の
公
的
機
関

が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
東
郷

中
学
校
、
東
郷

小
学
校
、
鶴
野

内
保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム
、
稚
蚕
飼

育
所
等
が
あ
り
、
工
場
と
し
て
は
大

日
合
繊
も
大
工
野
に
あ
り
ま
す
。
成

願
寺
は
歴
史
の
古
い
寺
で
、
町
内
で

約
八
百
の
檀
家
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
四
四
六
号
線
の
開
発
が
進
み

東
郷
大
橋
が
本
年
度
中
に
完
成
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
工
区
の
発
展
に
大

き
く
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
鶴
野
内
野
に
も
、
白
浜

の
開
発
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
白
浜
は
、
面
積
に
し
て

二
十
㎞
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
、
現
在

＾
，
費
〉
角
葺

耕
地
と
し
て
、
養
蚕
、
養
豚
、
水
田

に
幾
ら
か
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昔
か
ら
洪
水
の
憂
い
に
悩
ま
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
年
次
的
に
提
防

の
改
良
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
洪
水
問
題
が
解
決
さ
れ
れ

ば
、
相
当
大
規
模
な
農
地
と
な
る
か
、

或
い
は
そ
の
他
の
企
業
用
地
と
し
て

も
活
用
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

（入、

，若山牧水・
冥轍XXλ赫，v包．Y呈｛蟹～・

牧
水
の

　　

@
小
説

狐
か
人
か
口

塩
月
儀
市

　
山
の
中
に
生
れ
た
故
か
、
私
は
幼

い
時
か
ら
猟
が
好
き
で
あ
っ
た
。
重

く
て
よ
く
持
て
も
せ
ぬ
癖
に
父
の
猟

銃
を
担
ぎ
出
し
て
小
鳥
を
打
つ
真
似

な
ど
を
し
て
い
た
。
で
、
父
も
母
も

そ
れ
を
危
な
が
っ
て
、
そ
ん
な
に
好

き
な
ら
と
い
う
の
で
、
或
時
父
が
大

阪
に
行
っ
た
土
産
に
小
さ
な
杖
銃
を

買
っ
て
来
て
く
れ
た
。

　
御
承
知
の
通
り
迎
車
は
長
さ
が
三

尺
ば
か
り
で
、
軽
く
は
あ
る
し
、
子

供
の
私
が
弄
ん
で
も
そ
ん
な
に
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池

で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
か
な
り
大

き
な
鳥
な
ど
で
も
打
つ
こ
と
が
出
来

た
。
自
慢
で
は
な
い
が
、
其
頃
か
ら

私
は
銃
を
打
つ
こ
と
が
上
手
で
あ
っ

た
。　

叔
母
を
訪
ね
て
行
く
時
に
も
其
杖

銃
を
持
っ
て
行
っ
た
。
行
く
路
に
は

余
り
打
て
な
か
っ
た
が
、
帰
り
に
は

沢
山
な
鳥
を
打
っ
た
。
そ
の
五
本
松

峠
の
頂
上
に
登
り
つ
く
頃
に
は
、
ひ

よ
ど
り
や
樫
鳥
な
ど
を
十
二
、
三
羽

も
打
っ
て
腰
に
吊
し
て
い
た
。
そ
れ

が
段
々
重
く
は
な
る
し
、
路
は
瞼
岨

だ
し
、
山
国
で
は
ま
だ
肌
寒
い
四
月

の
初
め
な
の
に
、
全
身
に
汗
を
か
い

て
、
私
は
漸
く
そ
の
峠
の
頂
上
に
辿

り
着
い
た
。

　
流
石
に
山
が
高
い
だ
け
、
其
頂
上

の
眺
望
は
ま
た
素
敵
で
あ
っ
た
。
山

と
い
う
山
の
峰
々
が
深
い
霞
の
中
に

浮
き
出
て
い
て
、
其
問
を
縫
う
よ
う

に
し
て
細
く
白
く
光
っ
て
い
る
の
は

谷
や
川
で
あ
る
。
遠
く
の
山
は
だ
だ

薄
紫
に
霞
ん
で
い
て
よ
く
解
ら
な
い

が
、
近
く
の
三
々
に
は
時
を
得
顔
に

山
桜
が
風
も
な
い
静
か
な
真
昼
に
う

ら
ら
か
に
咲
き
盛
っ
て
い
る
。
現
に

私
の
停
ん
で
い
る
附
近
に
も
其
木
の

太
や
か
な
の
が
一
、
二
本
あ
っ
て
、
薄

紅
の
花
び
ら
が
、
頻
り
に
ほ
う
ほ
う

と
散
っ
て
い
る
。
子
供
心
に
も
私
は

此
景
色
を
美
し
く
思
い
乍
ら
、
よ
く

四
方
の
見
渡
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
を

選
ん
で
其
処
に
腰
を
下
し
た
。

　
つ
い
周
囲
に
は
早
蕨
の
可
愛
ら
し

い
の
が
幾
つ
も
萌
え
出
し
て
い
る
。

身
体
を
落
着
け
て
、
身
も
心
も
静
か

　
　
　
　
　
あ
へ
ら
　
サ

に
な
る
と
、
四
辺
の
木
に
い
ろ
い
ろ

の
鳥
の
哺
い
て
い
る
の
も
よ
く
聞
え

て
来
た
。
今
は
景
色
に
見
と
れ
て
い

る
の
で
其
声
を
聞
き
つ
け
て
、
直
ぐ

杖
銃
を
と
り
直
す
心
も
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
腰
か
ら
十
二
、
三
羽
の
見

事
な
獲
物
を
取
り
外
し
て
、
あ
れ
こ

れ
と
手
に
取
っ
て
見
る
楽
し
み
を
ば

忘
れ
な
か
っ
た
。
少
し
息
も
休
ま
っ

て
か
ら
、
私
は
弁
当
を
食
べ
初
め
た
。

正
午
に
は
少
し
早
か
っ
た
が
、
お
腹

が
充
分
に
す
い
て
い
た
。
　
↓
口
二
口

食
べ
て
い
る
と
、
そ
の
美
味
は
真
実

骨
身
に
響
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
原
稿
は
、
生
前
に
ご
投
稿
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
。
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町
立
東
郷
病
院

　　

@
医
師
の
異
動

　
六
月
一
日
に
東
郷
病
院
の
医
師
の

異
動
が
行
れ
、
内
科
の
長
嶺
伸
彦
先

生
が
県
立
日
南
病
院
へ
転
勤
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
任
に
、
県
立
延
岡

病
院
か
ら
高
橋
弘
憲
先
生
が
赴
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

∵
愛

　
艦

E
ず
　
　
ゴ

　　　が　　　蘭

高橋弘憲先生（内科）

　
六
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
東
郷
町

立
病
院
に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
、
県
立
延
岡
病
院
に
内
科
医
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ

る
い
は
顔
見
知
り
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
と
同

様
、
自
治
医
科
大
学
の
卒
業
生
で
あ

り
、
大
学
設
立
の
目
的
で
あ
る
「
よ

り
よ
い
地
域
医
療
」
に
努
力
す
べ
き

立
場
に
あ
り
ま
す
。
東
郷
町
は
、
日

向
市
に
も
近
く
さ
ほ
ど
田
舎
と
い
っ

た
印
象
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の

病
院
は
、
地
元
の
方
々
が
十
分
に
利

用
で
き
て
か
ら
こ
そ
存
在
す
る
意
義

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
風
邪
な
ど
の
軽
い
病
気
は
も
ち
ろ

ん
、
肝
炎
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど

の
成
人
病
も
、
重
症
で
な
い
限
り
近

く
の
病
院
の
方
が
何
か
と
便
利
が
利

く
も
の
で
す
。
身
体
の
こ
と
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
町
立
病
院

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
民
の
方
が
健
康
で
働
け
て
こ
そ
、

東
郷
町
の
発
展
が
あ
る
訳
で
す
か
ら
、

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
健
康
管
理
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
〔

　
　
　
　
　
〕
一
〕
〔
「
」
［
U
［
ビ
〔
－
，

［、

|
－
　
，
O
　
　
協
　
』
－
　
　
：

む
「

鞭
　
　
　
幽

⑳
茅
防
擾
種

東
郷
病
院
院
長

　
　
鈴
木
俊

　
｝
七
九
六
年
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
よ
っ

て
痘
そ
う
ワ
ク
チ
ン
（
天
然
痘
）
が
開
発

さ
れ
、
約
「
八
○
雪
後
の
一
九
七
九
年

W
H
O
に
よ
り
根
絶
宣
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
生
活
環
境
を
整
備

し
、
衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
と

と
も
に
、
予
防
接
種
の
果
し
た
役
割
が

大
き
い
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
日
本
で
は
、
予
防
接
種
法
に
よ
り
十

種
の
疾
病
が
規
定
さ
れ
、
接
種
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

あ
る
一
定
の
期
間
に
接
種
す
る
の
を
定

期
接
種
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
百
日

せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
ポ
リ
オ
、
麻
し

ん
、
風
疹
が
あ
り
ま
す
。
百
日
せ
き
、

ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
に
あ
た
っ
て

は
、
実
施
規
則
に
よ
り
、
破
傷
風
を
加

え
た
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
う
た
れ
て

い
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
B
C
G
も

結
核
予
防
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
臨
時
接
種
と
し
て
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
、
ワ
イ
ル
氏

病
そ
の
他
が
な
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も

乳
幼
児
、
小
中
学
生
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
東
郷
町
で
も
、
集
団
接
種
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
予
防
接
種

は
個
人
の
疾
病
予
防
の
為
に
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
個
別
に
行
う
の
が
理
想
で

す
が
、
接
種
意
義
の
理
解
が
低
い
為
か
、

個
別
接
種
を
行
な
っ
て
い
る
都
市
で
は

接
種
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
集
団
接
種
を
行
な
っ
て
い
る
当

町
で
は
、
衛
生
係
の
方
々
の
熱
意
に
よ

り
、
高
い
接
種
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
実
問
題
と
し
て
は
、
百
日
せ
き
は

乳
児
の
死
亡
率
が
高
い
為
、
現
行
法
の

2
才
以
後
よ
り
は
生
後
3
ヶ
月
以
内
に

す
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
脳
炎
は
高
宮
の
方
の
死
亡

が
多
い
の
で
成
人
に
も
行
な
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
な

さ
れ
な
か
っ
た
世
代
が
結
婚
年
令
で
あ

る
為
、
結
婚
前
に
風
疹
抗
体
値
を
測
定

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
未
だ
に
年
間
四
十

名
田
の
死
亡
の
あ
る
破
傷
風
の
予
防
接

種
を
行
う
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
は
、

冨　　
　
勧

鴇
＾…

ｶ

　
し

〃

予防接種で心配なことは
　　　気軽に相談してください

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

国
内
で
、
多
い
年
に
は
七
百
名
ぐ
ら
い

の
死
亡
が
あ
り
、
そ
の
大
半
を
占
め

る
高
齢
者
、
特
に
呼
吸
器
疾
患
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
予
防
接
種
を

行
う
べ
き
で
す
。

悔
多
き
八
十
年
を
思
い
を
り
春
雨
降

り
つ
ぐ
夜
半
に
目
覚
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

予
定
日
の
過
ぎ
た
る
牛
を
気
遣
い
て

な
す
こ
と
も
な
く
庭
の
草
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

春
た
ち
て
ぬ
く
き
陽
ざ
し
に
蜜
蜂
は

翅
音
高
ら
に
乱
れ
舞
い
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

入
郷
の
山
里
た
つ
ね
い
に
し
え
の
ロ

マ
ン
を
問
は
ん
初
春
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

戦
跡
を
巡
り
て
涙
あ
ら
た
沸
く
ひ
め

ゆ
り
壕
を
カ
メ
ラ
に
収
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

県
図
書
の
退
本
を

一
7
月
5
日
ま
で
に
一

　
移
動
図
書
館
車
（
や
ま
び
こ
）
の

巡
回
が
七
月
七
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
県
立
図
書
館
の
業
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
に
と
も
な
い
、
現
在
貸

出
中
の
図
書
を
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
作

業
が
巡
回
先
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
貸
出
中
の
図

書
を
全
て
回
収
す
る
よ
う
依
頼
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
、
七
月
五
B
ま
で

に
教
育
委
員
会
に
返
本
し
て
く
だ
さ

い
。　

な
お
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
持
っ
て
い

っ
て
も
結
構
で
す
。，

　
．
　
．

曜

、、
8
5

鯉
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回
回

回圃児
童
相
談
所

　　

@
巡
回
相
談

　
児
童
相
談
所
は
、
児
童
の
養
育
に

つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
必
要

に
応
じ
て
児
童
の
家
庭
状
況
、
生
活

歴
や
性
行
な
ど
を
専
門
的
角
度
か
ら

調
査
し
、
判
定
し
、
か
つ
そ
れ
に
基

づ
い
て
適
切
な
指
導
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
遠
隔
地
等
の
理
由
で
児
童

相
談
所
を
利
用
し
に
く
い
住
民
の
た

め
に
、
今
回
巡
回
相
談
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
こ
と
ば
の

遅
れ
、
性
格
の
異
常
、
し
つ
け
、
非

行
、
心
身
障
害
等
で
す
。
対
象
は
、

満
十
八
歳
末
満
の
児
童
で
す
．
、

　
相
談
の
申
し
込
み
は
、
住
民
課
福

祉
係
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
七
月

九
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

実
施
日
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
実
施
日
　
7
月
2
1
日

▽
場
　
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

行
政
相
譲
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
疎
豪
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
　
仲
深
　
中
谷
芳
雄

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
7
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
〔
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い

て
は
3
ペ
ー
ジ
を
ご
温
く
だ
さ
い
。
）

結
核
精
密
検
診

7
月
2
0
日
・
2
5
日

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
○
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま

　
　
す
。

赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
　
妊
婦
相
談

7
月
2
0
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
赤
ち
ゃ
ん
相
談

　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

　
　
　
　
妊
婦
相
談

　
　
　
　
　
0
土
寸
～
0
土
寸
0
・
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
一
日
3

　
　
　
　
　
1
　
日

日
本
脳
炎
予
防
接
種

7
月
8
日

▽
場
所
東
郷
病
院

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分

7
月
1
8
日

▽
場
所
東
郷
病
院

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分

結
核
検
診

　　

齡
ﾊ
健
康
診
査

　
町
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
定
期
結
核
検
診
と
、
　
｝
般
健
康

診
査
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．
．

　
対
象
者
は
、
全
員
必
ず
受
け
ま
し

よ
う
．
．

▽
日
程
　
7
月
2
6
日
～
8
月
5
日

　
　
　
　
　
（
各
地
区
に
て
実
施
）

▽
対
象
者
　
東
郷
町
に
在
住
す
る
1
6

　
歳
以
上
の
町
民
全
貝

　
但
し
次
の
方
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
の
　
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者
で

　
　
定
期
検
診
を
終
了
し
た
者
。

　
口
会
社
等
に
勤
務
す
る
者
で
定
期

　
　
の
健
康
診
断
を
受
け
た
者
。

　
の
妊
婦
又
は
そ
の
疑
の
あ
る
者
。

▽
受
診
票
　
各
組
合
長
さ
ん
よ
り
配

　
布
し
て
戴
き
ま
す
。
各
人
は
氏
名
、

　
年
令
等
を
記
入
の
上
、
当
日
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
票
の

　
な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

　
当
日
受
付
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
．
、

今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税

起
工

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
寺
迫
の
谷
口
清
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ッ
さ
ん
・
6
6
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
岩
本
義
信
さ
ん
か
ら

　
（
惇
さ
ん
・
5
6
歳
ご
死
去
）

幽
門
磁
塾
蜘
融
聯
傘
姦
欝
幽
勢
φ
軸

一
隅
三
一
馨
謬
、
嚢

曙
聯
轡
暴
嶺
噺
藩
厳
鰹
葺
熱
嶺
姦
魯

（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

西 中 鈴 黒
赤

田 村 木 田 ち

淳 曳 拓 晃
や
ん
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